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　● 全枯れ被害木

　C102 幹回り

　○ トラップ1基木

トラップ1基木

全枯れ被害木

　◎ 〃集中設置木

しかし、全枯れ被害木は全域に分布しています。これから言えることはトラップはコナラ、クヌギの全数に最初トラップを設置することが必要

だと推察されます。被害木処理経費と対象木全数トラップ実施経費の比較を考える必要があるかもしれません。

図-1　2021年上水新町一丁目特別緑地保全地区一帯ナラ枯れ措置・被害図

凡例

・

図-1：2021年の上水新町一丁目特別緑地保全地区一帯のナラ枯れの措置ならびに全枯れ被害状況の図です。緊急提言にもあるようにトラップ、南北の

道路側に44本設置し、その中からマスアタック木を判定して、8本にトラップを集中設置しています。南北道路側は一定の効果があがっているようです。
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・被害が増加している上水新町一丁目保存林（8→16本）、中央公園（11→17本）残るナラ枯れ病対象木の把握と今後の被害状況に注意を要します。

・被害が減少している上水新町一丁目第二特別緑地保全地区（7→1）上水本町二丁目保存林（9→1）上水新町地域センター公園（18→0）について

　今後の推移を注視する必要があります。

表-1：個々の樹林・公園毎に2020年と2021年の全枯れ被害本数を比較したグラフです。そもそもナラ枯れ病の対象木である、個々の樹林や公園のコ

ナラ、クヌギ等の全体数が不明であるので被害率はわかりませんが、全枯れ被害木絶対数で比較すれば

・上水新町一丁目特別緑地保全地区一帯と松の木通りが大きな全枯れ被害数となっています。前者は大きな雑木林であり全枯れ被害木も多くなった

　と推察されます。一方後者は大きな雑木林の都保全区域に隣接しており、保全区域と一体と捉える必要があります。しかし、ナラ枯れ病

　の全体対象木（コナラ、クヌギ等）を松の木通りで把握しておく必要があります。
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表－1 小平市管理分（公園・樹林等）全枯れ推移

全枯れ樹木数 2020年 全枯れ樹木数 2021年



害が発生しています。直径では0.2ｍ程度ですからかなり細い木にも

発生していることがわかります。

結果4％の全枯れ被害にとどまっています。被害率が多いは少ないかわ

わりませんが、マスアタック木の判定予想に研究の余地があるやもし

未設置は全体数がわかりませんので被害率は不明ですが、1基設置

では6％の被害、集中設置では被害なしとなっています。1基設置で

効果あるように見えますが、むしろトラップ方式実施の被害率が

4.5％とと見るべきでしょう。これを如何にして0％できるかです。

太さ（幹回り）をランク別に表したグラフです。幹回り0.6ｍ以上で被

表-3：小平市全体では93本の樹木にまずトラップ1基を設置した。

しれません。何故なら集中設置木の全枯れ被害はないからです。

表-4：2021年の上水新町一丁目特別緑地保全地区一帯のトラップ

未設置、1基設置、集中設置の違いによる効果を比較したグラフです。

表-2：2021年上水新町一丁目特別緑地保全地区一帯の全枯れ被害木の
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表-2 2021年上水新町一丁目特別緑地保全地区一帯ナラ枯れ病

枯れ死木太さ（幹回り）別グラフ本
4, 4%

89, 96%

表-3 トラップ1基設置木（93本）の枯れ死状況

全枯れ 生存木

未設置 一基設置
集中設置（9～12

基）

設置木数 36 8

枯死木数 75 2 0
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表-4 トラップ設置効果（上水新町一丁目特別緑地保全地区一帯）
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